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●佐野町場と泉佐野ふるさと町屋館 
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　全国でも珍しい「足の神様」として知られている

服部天神宮では、毎年１月９日から１１日まで、商

売繁盛を祈願する豊中えびす祭が行われます。 

　ルーツを辿ると、昭和２５年秋に遡ります。当時

兵庫県宝塚市の花屋敷にあった社殿を譲り受け、服

部天神宮の境内に移築、同年１２月にえびす神社の

総本社である西宮神社から蛭子命（えびす様）の分

霊を迎えて、お祀りしました。そして翌年１月に、

氏子、地元商店、豊中商工会議所の有志が中心とな

り、服部えびす祭として行われたのが始まりです。

その後、商売繁盛を願う人、初詣に参拝する人、足

の守護を祈願する人など、様々な参拝者で賑わうよ

うになり、今では３５万人もの参拝者が訪れる、北

摂屈指のえべっさんとなっています。広範から参拝

者を迎える祭となってきたことから、豊中のために

なれば、との思いを込めて、平成１５年に「豊中え

びす祭」と改称して、現在に至ります。 

　この祭で参拝者に福を授けるのが、福娘。祭に先

立って行われる「福笹付け始め式」などで祭をＰＲ

するとともに、３日間の祭で奉仕します。毎年３０

人ほど公募しており、多い年には、７００人もの応募

が殺到します。近年では、北摂地域だけでなく、奈

良県をはじめ近畿一円を中心に、全国各地から応募

があります。さらに、国際交流の橋渡しになれば、

との思いから、平

成９年に外国人の

方からも福娘の募

集を始めて以来、

毎年外国人の方も

福娘を務め、その

中には、海外の新

聞で紹介された方

もいます。昨年福

娘を務めた韓国か

らの留学生の成惠

珍（ソン・ヘジ

ン）さんは、「韓国にはお寺はたくさんありますが、

このような行事はありません。祭では、いろいろな

方々と写真を撮るなどして交流できましたし、日本

ならではの伝統行事に触れて、もう一歩日本の文化

に近づけました。豊中には、外国人を受け入れる空

気があると思います。」と話してくれました。 

　最近では、賽銭に外国のお金も見られるなど、外

国人の参拝者も増えてきているとか。足の守護、商

売繁盛、国際交流と多彩な顔を持つ「豊中えびす祭」

にぜひお越しください。 

　江戸時代のはじめごろ…。 

　太平の世の到来とともに、さまざまな職業を持った

人々の活気あふれる営みが新たな時代を切り開いてい

きました。関西国際空港の対岸の地においても例外で

はなく、多くの人々が集まるにつれて新しい町がかた

ちづくられました。「佐野町場」の誕生です。 

　「佐野町場」は、計画的に整備されたのではなく自

然発生的に誕生した町のため、街路が折れ曲がってい

たり、細い路地が入り組んでいたりと、他の町では決

して経験することのできない不思議な散策を楽しむこ

とができます。 

　町場に足を踏み入れてみると、まるで迷路のような

町並みが私たちを出迎えます。さまようように歩いて

みると、数多くの古民家など歴史的建築物に出会うこ

とができ、まるで江戸時代にタイムスリップしたよう

な錯覚にとらわれます。そんな町並みにいざなわれる

ように進んでいけば、泉佐野ふるさと町屋館（旧新川

家住宅）にひょっこりたどり着くかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　ふるさと町屋館は、今から約200年前に建てられた

商家を解体修理して一般公開している建物で、市の文

化財に指定されています。中に入ると、まるでついさ

っきまで昔のままの暮らしが行われていたかのような

雰囲気と出会うことができます。座敷にあがれば泉州

特有の建築様式を見ることができ、畳に座れば庭に植

えられた木や花が私たちの目を楽しませてくれます。 

　都会の喧騒の中、疲れた心と体を癒すために、ひと

時のタイムスリップを楽しんでみませんか。かつての

日本に、ごく当たり前のようにあった風景を探しに。

人々のむねに夢と希望に満ち溢れていたあのころの日

本へ…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご案内】 

泉佐野市本町５－29 

電話・ＦＡＸ　　０７２－４６９－５６７３ 

開　　館　　日　　土・日・祝日に開館 

開 館 時 間　　午前９時～午後５時 

　　　　　　　　※入館は午後４時まで 

入　　館　　料　　大人　　　　　　200円 

　　　　　　　　高校生・大学生　100円 

　　　　　　　　※中学生以下、65歳以上は無料 

　　　　　　　　※団体（20名以上）料金は半額 

北摂屈指のえべっさん「豊中えびす祭」 北摂屈指のえべっさん「豊中えびす祭」 

▼お問い合わせ先▼ 
泉佐野市教育委員会図書歴史課 

ＴＥＬ　０７２－４６９－７１４０ 

ＦＡＸ　０７２－４６９－７１４１ 
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くるま道を歩く 


